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３月 会議 ・行事名
１ 県立南会津高等学校卒業証書授与式
２ 都市計画審議会／ふくしまｷｯｽﾞﾄﾚｲﾙﾗﾝ主催者来庁
４ 南会津町教育委員会表彰式
7 課長会議
8 福島県知事との現地視察及び意見交換
9 東京大学副学長来庁
10 第１回町議会定例会（初日）
11 田島保育園卒園式

渡部町長の公務百景 （ № 11 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

15 第１回町議会定例会（２日目）
16 第１回町議会定例会（３日目）
17 第１回町議会定例会（４日目）
20 県立南会津高等学校閉校式／南会津振興局長来庁
22 会津ガス社長来庁／郡山自衛隊来庁

23 阿賀川河川事務所長来庁／会津乗合自動車㈱来庁
街路灯寄贈式（東北電力㈱）／ようこそ町長室へ（臨時）

24 田部原保育所満了式／第159回野岩鉄道取締役会
27 第152回会津鉄道取締役会
28 南会津会理事会
29 南会津地方環境衛生組合・広域市町村圏組合議会臨時会
30 田島高校閉校式
31 退職職員辞令交付式・感謝状贈呈式

今月号の目次

　Ｐ２ ：令和５年度南会津町政施政方針 ・主要事業

　Ｐ６ ：令和５年度当初予算概要

　Ｐ８ ：令和５年度町職員配置表

　Ｐ10 ：令和４年度南会津町教育委員会表彰式

　Ｐ12 ：役場からのお知らせ
　　　　　第三次南会津町総合振興計画　　　　など（10件）

　Ｐ18 ：まちの話題
　　　　　私のベストショットが集う　　　　　など（９件）

　Ｐ22 ：学び舎スケッチ
　　　　　町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ26 ： 地域おこし協力隊通信
　　　　　一年目の活動に磨きをかける

　Ｐ27 ： 健康通信
　　　　　健康コラム、すまいるだより、日曜当番医
　　　　　健康レシピ
　Ｐ30 ：文芸・戸籍など
　　　　　伊勢道中記、文芸ごよみ、渡部町長の公務百景、
　　　　　戸籍の窓口、今月号の目次、編集後記

　Ｐ32 ：Only One
　　　　　五十嵐史織さん、今月号の表紙、４月の納税こよみ

◆新年度となり、広報担当として２年目を迎えます。相変わら
　ず、つたない文書と見栄えのしない写真かもしれませんが、
　奥深くに眠っているであろう我が力を開放し、読みやすく、
　人や町の表情を伝えることができる広報紙を目指し頑張りま
　すので、みなさまよろしくお願いします。
　　　　　ご意見 ・ご要望はコチラまで　　

　総合政策課　馬場貴大　kouhou@minamiaizu.org

編集後記

戸籍の窓口 （２月25日～３月24日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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伊勢
道中記

　旅の42日目に当たる３月26日、
一行は宿泊地の宮原(和歌山県
有田市宮原)を午前６時に出立。
熊野古道の「蕪

かぶらさか

坂峠」を越え、
左右の山間に沢山のミカン畑を
見ながら歩を進め、西国三十三
観音第２番札所・紀

き み い

三井寺(和歌
山県和歌山市)を参詣しました。
　そこから、太平洋に面し風光
明媚な「和歌の浦」を舟に乗っ

て見物しました。道中記には、
松尾芭蕉が「和歌の浦」を詠ん
だ「行春に、和歌の浦にて、追
いつきたり」という句が記され
ています。
　そこから一行は、和歌山天満
宮、徳川家康を祀った紀州東照
宮に拝礼し、激しく降る雨の中
を急ぎ、和歌山城を見物、西国
三十三観音第三番札所・粉

こ か わ で ら

川寺

(和歌山県紀の川市粉河)を目指
しました。
　この日は春の嵐が吹き荒れ、
大変苦労した道中だったようで
す。道中記には、「夜に入って誠
に見ず知らずの道で、ようやく
粉川の宿に着く」と記されてい
ます。

第 23話第 23話

歴史シリーズ歴史シリーズ

【写真㊧】
　道中記に描かれて
いる西国三十三観音
第三番札所・紀三井
寺の様子

お詫びと訂正
　 広報 2023 年 3 月号（№ 204）14 ページの「まちの話題」でお名前
 のふりがなに誤りがありました。深くお詫びし、訂正いたします。

誤　菊地朝
あ き と

仁　さん　　　　　正　菊地朝
あ さ と

仁　さん


